
まつやま情報文化交流拠点 
 

～だんだん つながる いいよかん・ 
  松山らしさのすべてはココから！～ 

 
 県都松山の陸の玄関口である松山駅周辺地区は、現在進められてい
る松山駅周辺整備事業により広域交通結節点としての機能の強化と利
便性が向上することで、これまで以上に多くの人々が行き交い交流で
きる、名実ともに松山の顔となる地区です。 
 
 そこで、この広域交通結節点に近接する車両基地跡地の利用は、市
民が主体となって、21世紀のまちづくりにふさわしい、様々な人や情
報、文化がつながり刺激しあう、これまでにないわくわくするような
新たな松山らしさをココから創造・発信する拠点となることをめざし
ます。 

3．基本理念 
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図 広域交通結節点での車両基地跡地の位置関係 
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① 駅前立地を活かし、松山の情報文化を体験できる 

ＪＲ松山駅は、松山空港、松山観光港からのアクセスが良く、市民
だけでなく、県内及び広島、岡山など広域の来訪者を含めた多くの
人々が気軽に立ち寄ることができる、誰もが身近で利用しやすい場と
いえます。 
このＪＲ松山駅に近接する車両基地跡地の立地特性を活かし、音楽

、美術、文学、演劇、舞踊など、文化芸術の活動がさかんな松山市の
さらなる活性化と観光推進につながっていくよう、鑑賞、学習、参加
・体験、創造、発表など、様々な角度から多くの人々が情報文化を体
験できる拠点をめざします。 

4．基本方針 

 基本理念である「まつやま情報文化交流拠点～だんだん つながる 
いいよかん・松山らしさのすべてはココから！～」を実現するため、
次の4つの基本方針を掲げ、拠点づくりをめざします。 

② 独自の文化やお接待の心など、松山の「新しい顔」 
   として「松山らしさ」を情報発信する 
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松山市は、四国最大の都市でありながら、松山城を中心とした落ち
着きがただよう城下町で、古くから有名な道後温泉などを有する観光
都市です。また、俳人正岡子規や文豪夏目漱石ゆかりの地で、小説
『坊っちゃん』『坂の上の雲』の舞台で知られる「文学のまち」であ
り、世界共通語であるＨＡＩＫＵ（俳句）の都、「俳都 松山」でも
あります。 

松山市は、四国最大の都市でありながら、松山城を中心とした落ち
着きがただよう城下町で、古くから有名な道後温泉などを有する観光
都市です。また、俳人正岡子規や文豪夏目漱石ゆかりの地で、小説
『坊っちゃん』『坂の上の雲』の舞台で知られる「文学のまち」であ
り、世界共通語であるＨＡＩＫＵ（俳句）の都、「俳都 松山」でも
あります。 
これらの文化や1200年続く「お遍路さん」へのおもてなし「お接待

」の精神など、松山で育まれた歴史・文化を大いに発信する場をめざ
します。 

 

これらの文化や1200年続く「お遍路さん」へのおもてなし「お接待」
の精神など、松山で育まれた歴史・文化を大いに発信する場をめざしま
す。 

 

ＪＲ松山駅は、松山空港、松山観光港からのアクセスが良く、市民
だけでなく、県内及び広島、岡山など広域の来訪者を含めた多くの
人々が気軽に立ち寄ることができる、誰もが身近で利用しやすい場と
いえます。 
このＪＲ松山駅に近接する車両基地跡地の立地特性を活かし、音楽、 

美術、文学、演劇、舞踊など、文化芸術の活動がさかんな松山市のさ
らなる活性化と観光推進につながっていくよう、鑑賞、学習、参加・
体験、創造、発表など、様々な角度から多くの人々が情報文化を体験
できる拠点をめざします。 



③ 子どもから高齢者まで、多様な活動や暮らしを  
   サポートする 

④ 気軽に集い憩える「交流スペース」で各機能を連結 
   する 

 子ども、高齢者、障がい者など、様々な立場の方々が親しめ、世代
を超えて支え合う場づくりを応援します。 
 子育て支援や若者・高齢者のくつろぎ・憩い・居場所などの機能に
加え、余暇時間の増大や価値観が多様化する現代社会で、それぞれの
知識・経験を持ち寄り市民活動に積極的に参加する機会を設け、生涯
にわたりいきいきと暮らせるサポートをめざします。 

みんなが一緒に楽しめる場所、世代を超えた交流を生み出す仕掛け
やスペースを多く備えることにより、①から③に示される方針に加え、
分野の異なる文化・活動が相互に刺激し合い、新しい文化・活動を生
み出す場をめざします。 

4．基本方針 
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５．基本機能構成 

1）基本的な機能構成 

基本的な機能構成は、4つの基本方針による拠点づくりのために、
「文化創造」「活動支援」「賑わい交流」「交通アクセス」「防災」
の5つの主要機能を備えます。 
また、それら主要機能を、市民の文化活動と発表・交流の場となる

「ホール」や、緑あふれる憩いの「広場」といった、世代を超えて集
まることができる「交流スペース」で各機能を連結します。 

図 車両基地跡地利用に関する基本的な機能構成の概念 
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～だんだん つながる いいよかん・ 
  松山らしさのすべてはココから！～ 
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      市民が気軽に多様な文化や知識に親しめるととも 
      に、練習や創作など新たな松山文化を創造し、情報 
      発信する機能 

【鑑賞】 
国内外の優れた作品などについて、市民が鑑賞する機会の提供 
 
【発表、練習・創作・体験】 
文化芸術活動について、ハレの場として市民が発表する機会の提供 
発表と連携し、多様な文化芸術の練習・創作・体験ができる場の提 
  供 
 
【情報発信】 
広く文化芸術に関する情報の収集や提供 
文化芸術活動を通じた市民相互や国内外のアーティストとの交流を 
  促進 
人々の行き交う交通結節点に近接する立地特性を活かし、気軽に立 
  ち寄り、多様なメディアを活用した情報に接することができる機会 
  の提供 
俳句の聖地で、正岡子規や夏目漱石などのゆかりの地でもある松山   
  の文学をはじめ、様々な文化芸術活動や作品に関する情報を発信す  
  る機能 

5．基本機能構成 

2）主要機能 
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【市民活動支援】 
市民活動団体の活動拠点の一つとして、既存施設とも連携した幅広 
  い異分野交流とＪＲ松山駅に近接する立地の良さを活かした県内外 
  の団体との広域交流を促す機能 
交通の利便性を活かした、子どもから高齢者まで、多様な世代が交 
  流できる場 
親子が集まる交流スペースなどに隣接し、子育て中の親子が気軽に 
  集い、親子がともに友達づくりや交流、相談ができる場 
市民の持つ多様な知識や経験を活かし、新たな活動につなげていけ 
  る場 
 
【文化活動支援】 
地域に根ざす市民の文化活動に対する多様なニーズに対応した支援 
施設の利用目的に応じた案内や文化団体への支援など、市民の文化 
  芸術創造活動の段階に合わせた支援 
文化活動を新たな産業創出につなげていく支援機能 
 
【経済活動支援】 
中小企業の支援や産業振興などを行うための機能 
雇用促進、勤労者の福祉増進に関する機能 
 
【学習活動支援】 
各分野の資格及び実践的技術の取得をめざした各種講座の開催や、 
  教養を高める学習の場となる機能 

5．基本機能構成 

      市民や市民活動団体による公益的活動や学習活動 
      の活性化を推進するとともに、「子育て支援」や「高 
      齢者のくつろぎ」など、お互いの暮らしを支えあう活 
      動を支援する機能 

活動 
支援 
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活動支援機能と連携し、イベント・発表の場として活用できる柔軟 
  性の高いオープンな空間であり、日常的には子育て支援機能と連携 
  し、子どもや保護者のほか若者や高齢者も一緒になって楽しく過ご 
  せる場 
多くの人が集う場としての利便性・快適性を確保しつつ、芸術・文 
  化・講演などに関連する書籍や地元産品の購入・飲食を楽しむこと 
  ができるなど、情報文化を軸に新たな賑わいやつながりが生まれる 
  場 

誰もが訪れやすい施設として、人の流れ（アクセス・動線）に留意 
  し、まちの魅力や賑わいの創出に寄与 
施設の規模や内容に対応した駐車場・駐輪場の確保 
歩行者、自転車、自動車の動線に配慮し、誰もが安全にアクセスで 
  きる環境、気軽に立ち寄りたくなる工夫 

松山市地域防災計画に基づき、災害時などに転用・利用ができる施設 
地震などの災害時でも、一定の施設機能が維持できる災害に強い施設 
災害時の周辺住民・帰宅困難者の避難所として必要な機能 

      市民の日常的なくつろぎの場や、そこで繰り広げられ 
      る様々なイベントに参加し楽しむことができる賑わい 
      交流機能 

賑わい 
交流 

       広域交通結節点としての機能 
交通 

アクセス 
 

       屋外避難広場など災害時の地域の防災機能 防災 
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5．基本機能構成 


